




































開催期間：平成29年 8 月31日・ 9 月 1 日
開催場所：東京ビッグサイト、西 1 ホール
主　　催：JST（科学技術振興機構）、NEDO（新エネルギー・産業技術総合開発機構）
共　　催：文部科学省、経済産業省
来場者数：25,703人（ 2 日間）IJ2017事務局発表

　イノベーション・ジャパンは、国内大学（高専等を含む）の最先端技術シーズと産業界のニーズをつなぐ国内最
大級のマッチングイベント。今回開催は14回目。本学からは、7分野23テーマ（内、15テーマは講演も実施）
が審査のうえ採択され、出展全400ブース中23ブースを占めた。出展及び講演の採択数は、参加全155機関（高
専含む）の内、それぞれ第1位という結果であった。本学の第1位は3年連続。さらに今回から、大学組織展示（全
46大学）があり、本学も出展。各ブースでは教員、学生、パートナー企業が来場者と積極的な意見交換を実施し様々
な分野の企業と関係構築の端緒を得た。開催後にも企業とのコンタクトが進んでいる。

＜兵庫県立大学　大学シーズ展示＞
● ナノテクノロジー分野
・工学研究科（高度研）	 准教授　山口　明啓（展示・講演）
「環境IoT向け高次ナノ構造体分子センサー」
・工学研究科	 准教授　乾　　徳夫（展示・講演）
「ピコグラム分解能を有する単一ナノ粒子の質量計測」
・工学研究科	 准教授　飯村  健次（展示・講演）
「オゾンを使った超微粒子合成」
・工学研究科	 准教授　豊田　紀章（展示）
「ガスクラスターイオンビームによる原子層エッチング」
・工学研究科	 准教授　古賀麻由子（展示）
「レーザー熱CVDによる微細アルミニウム部品製作」
● 装置・デバイス分野
・工学研究科　	 准教授　盛谷　浩右（展示・講演）
「新原理マスフィルターによる巨大クラスターの高精度質量分布測定」
・物質理学研究科　	 教授　　安川  智之（展示・講演）
「超高速な細胞アレイの作製と細胞識別,融合への応用」
・工学研究科　	 教授　　佐藤　邦弘（展示・講演）
「生体計測のための超高分解能ホログラフィック顕微鏡」
・工学研究科　	 教授　　藤原　閲夫（展示・講演）
「20万発/秒液滴発射と連続Y字型衝突2液滴高速混合技術」
・工学研究科　	 准教授　菊池　祐介（展示・講演）

「SiC搭載インバータを用いた高繰り返しナノパルスプラズマによる高速DLC成膜」
・工学研究科　	 准教授　岡　　好浩（展示）
「キャビテーション気泡を利用した高効率液中低温プラズマ処理装置」
● 情報通信分野
・工学研究科　	 准教授　山本真一郎（展示）
「次世代電波利用技術実現に向けた電磁波吸収・遮へい手法」
・応用情報科学研究科	 教授　　申　　吉浩（展示）
「新規な機械学習手法によるフェイクサイト検知技術」
● 医療分野
・工学研究科	 准教授　三浦  永理（展示・講演）
「白いチタン：歯科用金属製部材を目立ちにくくする,安全な表面処理」
● マテリアル・リサイクル分野 
・工学研究科	 教授　　鳥塚　史郎（展示・講演）
「医療用小型精密器具を革新する超微細組織高強度ステンレス線材」
・工学研究科	 教授　　川瀬　毅（展示・講演）
「センサーや有機EL材料を志向した新規有機色素の分子設計」
・工学研究科（ナノ･マイクロ構造科学研究C）客員　准教授　網谷　健児（展示）
「高活性アモルファス合金溶射被膜」
・工学研究科	 助教　　吉木　啓介（展示）

「柔軟で強靭な生体適合材料,コラーゲンでつくる圧電マイクロ線維,およびシート」
● 低炭素・エネルギー分野
・工学研究科　	 教授　　前田  光治（展示・講演）
「ニッケル水素電池のサイクル寿命を3倍にする技術」
・生命理学研究科　	 准教授　菓子野康浩（展示・講演）
「大量培養微細藻類からの直接的迅速な有用物質回収技術」
・工学研究科　	 教授　　本田　逸郎（展示・講演）
「ディーゼル車の排気ガスで大気汚染を防止する機器の開発」
● 環境保全・浄化分野
・工学研究科	 准教授　佐藤根大士（展示・講演）
「圧力制御により凝集・分散を可逆操作する革新的水処理・凝集技術」
・工学研究科	 准教授　西岡　　洋（展示）
「セシウム・ストロンチウム・ヒ素などの有害物質を対象とした吸着剤」

＜兵庫県立大学　大学組織展示＞
【未来型ものづくり】超精密加工技術×新素材×AI技術で拓く未来型ものづくり

出展責任者　産学連携・研究推進機構　　　教授　長野　寛之
講　演　者　副学長兼産学連携・研究推進機構長　山﨑　　徹

8 イノベーション・ジャパン2017

△豊田紀章准教授△飯村健次准教授△乾徳夫准教授△山口明啓准教授

△佐藤邦弘教授△安川智之教授△盛谷浩右准教授△古賀麻由子准教授

△岡好浩准教授△菊池祐介准教授△藤原閲夫教授

△三浦永理准教授△申吉浩教授△山本真一郎准教授

△網谷健児客員准教授△川瀬毅教授△鳥塚史郎教授

△菓子野康浩准教授△前田光治教授△吉木啓介助教

△西岡洋准教授△佐藤根大士准教授△本田逸郎教授

△山﨑徹機構長△長野寛之教授
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　科学技術振興機構（JST）及び関西公立3大学（兵庫県立大学、大阪府
立大学、大阪市立大学）主催による新技術説明会をJST東京本部別館ホー
ルにて行った。「環境・エネルギー」、「ライフサイエンス」、「材料」、「計測・
分析」、「情報・通信」の分野から各大学の特許技術（未公開出願を含む）を
ベースに9テーマを紹介し、本学からは下記の3件の新技術を紹介した。
　この新技術説明会は企業の皆様に新技術を紹介し、産学連携を推進するも
の。今回の企業参加者は141人であった。多くの企業との面談、問合せが
あり、共同研究等にもつながっている。

所　属 発 表 者 タイトル

工学研究科 佐藤　邦弘　教授
長作動距離広視野または超高分解能を実
現するレンズレスホログラフィック顕微
鏡

工学研究科 堀田　育志　准教授 生体を模倣した抑制型制御システム

工学研究科 八重　真治　教授 貴金属の新規な高効率高速回収プロセス

9 スマートテクノロジー新技術説明会2017

会場風景

佐藤 邦弘 教授 八重 真治 教授堀田 育志 准教授

新たな事業を提案するテクノロジーフェア�

　兵庫県立大学、大阪市立大学、大阪府立大学の3大学が保有している技術シーズを大阪府、大阪市、兵庫県の事業
支援機関の協力のもと、利用可能性や応用分野など、事業化に向けた視点から考察し、ビジネスプランの提案を大阪
産業創造館で行った。　

【主催】兵庫県立大学、大阪市立大学、大阪府立大学
【日時】平成30年 2 月19日　15：00～18：15
【場所】大阪産業創造館 3 Fマーケットプラザ
【兵庫県立大学の内容】
　・プレゼンテーション＆ポスター展示　　　　　
　　「金属の回収方法及び回収装置」
　　「 3 次元形状計測方法および 3 次元形状計測装置」
　　「自己伝播発熱性形成体、自己伝播発熱性形成体の製造装置及び製造方法」
　・ポスター展示	
　　「生体を模倣した抑制型制御システム」
　　「ナノ粒子回収方法」
　　「圧電センサ」
　　「オゾンを使った酸化亜鉛粒子」
　　「生体適合性シリカ繊維」

△ブース説明風景△会場風景
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　これらは、地域の産業活性化に貢献するために、大学が地域企業にシーズを提供し、企業のニーズに答える研究
を行い、研究成果の実用化と地域に貢献する人材を育成することを目的にした事業である。平成20年度から地元
金融機関である西兵庫信用金庫の支援により ｢地域連携卒業研究事業｣ を、平成24年度からは（公財）ひょうご
科学技術協会の支援により ｢企業・大学院連携研究事業｣ を始め、毎年実施している。
　提案された研究テーマについて、企業と受入研究室で具体的な実施計画を検討し、指導教員と卒業研究生または
大学院生が企業と連携して研究を行う。平成29年度の実績は下表のとおりであり、平成30年3月5日には研究
を行った学生による成果発表会を姫路商工会議所で開催した。

地域連携卒業研究事業の内容一覧
研究テーマ 担当学生 指導教員 共同研究企業等

1 静電相互作用を利用した重合誘起自己
会合

木下　裕介
（工学部 4回生）

遊佐　真一
（工学研究科准教授） 有限会社ミヤザキ理化

2 大豆たんぱく質・米粉混合系クッキー
の物性・嗜好性の検討

秋吉　　萌 
（環境人間学部 4回生）

吉村　美紀
（環境人間学部教授）

社会福祉法人幸　障害者
サービス事業所　きらら

3 肩部回転金型による新しい凹凸形状容
器の開発

西久保祐貴
（工学部 4回生）

原田　泰典
（工学研究科教授） サンアロイ工業株式会社

4 乾麺自動裁断機による乾麺切断面品位
の向上に関する研究

阪口　　卓 
（工学部 4回生）

布引　雅之
（工学研究科准教授） 西村製作有限会社

5 高齢職業ドライバーのヘルスプロモー
ションに関する研究

菅野　里穂 
（環境人間学部 4回生）

内田　勇人
（環境人間学部教授） 株式会社ウエスト神姫

6 微細溝加工におけるバリ抑制および
エッジ品質向上に関する研究

藤本　真也 
（工学部 4回生）

奥田　孝一
（工学研究科教授） 姫路東芝電子部品株式会社

企業・大学院連携研究事業の内容一覧
研究テーマ 担当学生 指導教員 共同研究企業等

1 超音波応答性高分子の開発
斉　　紘平
（�工学研究科博士前期
課程 2回生）

遊佐　真一
（工学研究科准教授） 大和薬品株式会社

2 耐熱合金製クラッド容器の新しい成形
技術の開発

大野　宏人 
（�工学研究科博士前期
課程 1回生）

原田　泰典
（工学研究科教授） ハマックス株式会社

3 ファインバブル切削油剤の切削特性に
及ぼす効果、作用機構の解明

白石　雅弥
（�工学研究科博士前期
課程 1回生）

奥田　孝一
（工学研究科教授） 株式会社兵庫精密工業所

4
準大気圧ヘリウムアークプラズマ装置
の特性評価と材料表面改質に関する研
究

奥村　卓也
（�工学研究科博士前期
課程 1回生）

菊池　祐介
（工学研究科准教授） 株式会社ユメックス

5 CO2削減とバイオ燃料生産性強化を
狙った珪藻の油脂代謝機構の研究

山崎　瑠衣
（�工学研究科博士前期
課程 2回生）

菓子野 康浩
（生命理学研究科准教授） 赤穂化成株式会社

6 酸化被膜を利用したチタン製歯科補綴
物の試作品開発

小川　裕也、
原田　大志
（�工学研究科博士前期
課程 2回生）

三浦　永理
（工学研究科准教授） 有限会社ハイテック

｢地域連携卒業研究事業｣ 及び
｢企業・大学院連携研究事業｣ について10
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　産業界と研究協力及び学術交流を積極的に推進するとともに、地域社会に開かれた大学として、研究

の成果を地域社会に還元する社会貢献の一環として、シリーズセミナー「よくわかる研究」を開催して

いる。

11 シリーズセミナー「よくわかる研究」

よくわかる出前セミナー／移動工業技術センター／豊岡市ものづくりセミナー
　　～地域のものづくり企業・技術者の技術力向上や
　　新規事業の創出などに役立つ基礎技術の解説や技術支援機関の利用方法の紹介～�
【主催】兵庫県立大学、兵庫県立工業技術センター、豊岡市、兵庫県但馬県民局、兵庫県立但馬技術大学校

【日時】平成30年 3 月 9 日

【場所】兵庫県立但馬技術大学校

【内容】基調講演

　　　　　工学研究科　教授　奥田　孝一

　　　　　　　　　　　　　「ものづくりにおける機械加工技術の役割と最近の動向」　　　

　　　　よくわかる技術支援機関の使い方　～支援機関活用事例の紹介～

　　　　　工学研究科　准教授　森本　雅和

　　　　　　　　　　　　　「パン画像識別システムの開発」

奥田教授の基調講演

森本准教授の講演
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12 インキュベーションセンター

　産業界からのニーズに対応した共同研究を推進するとともに、その研究成果を産業界に積極的に移転するため、
次世代産業の育成や大学発ベンチャーをはじめとする新規起業への支援を行うインキュベーションセンターを平成
19年2月に開設した。兵庫県立大学では、この施設において、大学が持つ技術シーズと企業等のニーズを組み合
わせ、新製品や新技術の開発につながる研究を展開していく。

■施設概要
①所 在 地　　兵庫県立大学姫路工学キャンパス（姫路市書写2167）
②施設規模　　延床面積　約1,500㎡　　ＲＣ 4 階建
　　　　　　　　　　共同研究室20室（65㎡×16室、27㎡× 4 室）

■利用者一覧（平成30年６月１日時点）
研究室番号 利用代表者 その他の参画者 共同研究テーマ 備　　　考
9101

工 豊田　紀章 超低エネルギービームを用いた接合界面創成による
表面活性化接合技術の開発9102

9103 管　　　理　　　室
9104

工 豊田　紀章 ＧＣＩＢを用いた超高硬度炭素薄膜形成技術の開発 　
9105
9201

工 鳥塚　史郎 工 奥田　孝一 磨き技術のデジタル化、サイエンス化
9203
9202 東

北
大
学

佃　　良彦 本 山﨑　　徹 超微細成形加工を併用した金属ガラスの機能向上 大学発ベンチャー
企業が利用9204

9205
9301

本 山﨑　　徹 高 望月　孝晏 高強度ナノ結晶合金および金属ガラスによる高耐久
性ナノ・マイクロ構造部材の開発

大学発ベンチャー
企業が利用9302

9303 工 前中　一介 工 藤田　孝之
神田　健介 生体モニタリングシステムに関する研究 大学発ベンチャー

企業が利用
9304 工 永田　正義 工 菊池　祐介 電気機器の絶縁評価技術とプラズマ放電応用

9305 工 河南　　治 酸化チタンナノチューブの応用展開 大学発ベンチャー
企業が利用

9401
工 前中　一介 工 藤田　孝之

神田　健介 MEMSデバイス開発関連
9402

9403 工 三木　一司 β酸化ガリウムのｐ型開発と放射光を使ったプロセ
ス評価

9404 工 松尾　吉晃 工 嶺重　　温 革新型フッ化物イオン電池の開発 　

9405 工 岸　　　肇 工 松田　　聡
柿部　剛史

ネットワークポリマーナノアロイ相構造制御による
耐疲労軽量構造接着技術の確立および新規イオン液
体を活用した次世代高分子素材の創出

本：大学本部　　工：工学研究科　　高：高度産業科学技術研究所　
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⑶　西兵庫信用金庫との連携活動
●にししん助成金�
　大学での産学連携活動に充当することを目的とした助成金により「地域連携卒業研究」を実施した。
　　　　　（平成29年度 6件、前掲19頁参照）

⑷　池田泉州銀行との連携活動
●ビジネス・エンカレッジ・フェア2017�
　～出会いを力に！ つなげる“知” つながる“技”～�
開催日　　平成29年11月 9 日・10日
場　所　　マイドームおおさか
内　容　　パネル展示等

・産学連携・研究推進機構の紹介
・ノイズによって動作するゆらぎ発振器とその応用
　（工学研究科　准教授　堀田　育志）

　　　
●池田泉州銀行顧客企業からの技術相談に対応�

⑸　みなと銀行との連携活動
●シンポジウム　食未来エクステンション講座�
主　催　　兵庫県立大学食未来エクステンション講座
共　催　　㈱みなと銀行、兵庫県立大学COC事業、（公財）姫路・西はりま地場産業センター
開催日　　平成30年 1 月20日
場　所　　兵庫県立大学 環境人間学部 講堂
内　容　　食と栄養の専門家が、最新知識と実践経験から社会における諸問題を解析し、食と栄養の未来を受講者の

方々とともに考える講座を開催した。
⑴農業を通じた元気づくり!
　～場があり・人が繋がり・組織と繋がれば地域は元気になれる～　
　・座長　環境人間学部　　　教授　吉村　美紀
　・講演　株式会社兵庫大地の会、有限会社夢前工房 代表取締役　　衣笠　愛之 氏
⑵健康・医療情報のチェックポイント　～その疑い方と信じ方～
　・座長 環境人間学部　　特任教授　伊達ちぐさ
　・講演　京都大学大学院 医学研究科 社会健康医学系専攻　　教授　中山　健夫 氏

●みなと銀行顧客企業からの技術相談に対応�

13－3 はりま産学交流会との連携活動

⑴　定時総会・特別講演会
日　時　　平成29年 4 月21日
場　所　　姫路商工会議所

⑵　創造例会2017　　
日　時　　平成29年 5 月19日
場　所　　姫路商工会議所
内容（講師）　　工学研究科　教授　永田　正義 
　　　　　　　　　「プラズマ放電とインバーター駆動モーターの新しい技術」
　　　　　　　工学研究科　助教　森　英喜
　　　　　　　　　「排熱から電気を取り出そう」

日　時　　平成29年 8 月25日　
場　所　　姫路商工会議所
内容（講師）　　工学研究科　准教授　荒木　望
　　　　　　　　　「人の経験に基づいた牽引車両の後退軌道追従制御」
　　　　　　　 工学研究科　教授　　小西　康夫
　　　　　　　　　「不確かさを持つ冗長ロボットの制度評価に対する姿勢決定」

本学ブースの様子
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13－4 その他関係機関との連携活動

⑴　ものづくりビジネスセンター大阪（ＭＯＢＩＯ）との連携活動
●MOBIO産学連携連絡会議�
日　時　　平成29年 4 月19日
場　所　　クリエイション・コア東大阪
内　容　　平成29年度実績報告、参加17機関との意見交換

●ＭＯＢＩＯ産学連携連絡会議�
日　時　　平成29年 9 月20日
場　所　　クリエイション・コア東大阪
内　容　　参加15機関との意見交換

⑵　東播磨ものづくり交流会との交流活動
●東播磨ものづくり交流会総会・例会�
日　時　　平成29年 6 月 2 日
場　所　　加古川総合庁舎
内　容　　総会及び講演会（姫路城の平成の修理をふりかえる）

⑶　兵庫県立工業技術センターとの連携活動
●研究成果発表会〈テクノピア2017〉�
日　時　　平成29年10月26日
場　所　　兵庫県立工業技術センター
内　容　　産学連携・研究推進機構の紹介パネル展示、資料配布

⑷　（公財）尼崎地域・産業活性化機構との連携活動
●尼崎市産学公ネットワーク協議会�
日　時　　平成29年 5 月15日
場　所　　尼崎市中小企業センター
内　容　　平成29年度事業計画・予算等について

●産学交流・研究シーズ発表会�
日　時　　平成29年 8 月 3 日
場　所　　ベイコム総合体育館
内　容　　研究発表

工学研究科　助教　吉木　啓介
「超臨界二酸化炭素雰囲気中における透明材料の高アスベスト比
レーザー微細深穴加工」

⑸　21世紀播磨科学技術フォーラムとの連携活動
●第53回セミナー・交流会�
日　時　　平成29年 7 月27日
場　所　　姫路商工会議所
内　容　　講演会（全体テーマ: IoT時代の到来－IoTに役立つ材料の革新－）

●第54回セミナー・交流会�
日　時　　平成30年 1 月23日
場　所　　姫路商工会議所
内　容　　講演会（全体テーマ：電力自由化で何が変わって何が変わらなかったか、今後どうなるのか？）

⑹　（公財）ひょうご科学技術協会との連携活動
●ものづくりシンポジウム2018 加速化する水素社会への道～水素・燃料電池が拓く新しいエネルギー～�
日　時　　平成30年 2 月22日
場　所　　姫路商工会議所
内　容　　水素社会の実現に向けた最新動向、燃料電池自動車MIRAIの開発と水素社会実現に向けたチャレンジ

テクノピア2017の様子

研究発表の様子
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⑺　（一財）近畿高エネルギー加工技術研究所（AMPI）と連携活動
●企業訪問�
　尼崎工業会、阪神南リーディングテクノロジー実用化支援事業関連企業を訪問

●兵庫県次世代産業雇用創造プロジェクト/水素関連産業市場への企業参入支援事業�
　AMPI主催の本事業に後援機関として参画

⑻　兵庫県産業労働部との連携
●中小企業の技術開発力向上のための人材育成研修�
日　時　　平成29年 5 月12日～平成30年 4 月13日
場　所　　近畿工業株式会社三木工場会議室
内　容　　地域の中小企業において人材確保に苦労するケースが増えるなか、

生産性の向上をめざすためには、従業員の能力開発を図り、人材力
を強化していくことが求められており、モデルケースとして、近畿
工業㈱従業員向けの研修（20名受講）を集中的に実施し、今後の人
材育成支援等の検討につなげることとし、以下の研修を実施した。
①化学の基礎（ 5 /12～ 7 /13 合計18コマ）教授 八重 真治、名誉教
授 福井 啓介、特任教授 鈴木 道隆
②ロボット工学基礎と応用（ 8 /23～10/13 合計14コマ）特任教授 
上田 澄廣、教授 小西 康夫、非常勤講師 真田 知典
③機械工学（11/20～2018.4/13 合計22コマ）名誉教授 椿野 晴繁、名誉教授 内田 仁 

13－5 各種マッチングフェア等への参加

●イノベーション・ジャパン2017（東京ビックサイト）�
　前掲17頁参照

●第7回北はりまビジネスフェア�
開催日　　平成29年10月20日～21日
場　所　　小野市立総合体育館
内　容　　パネル展示　

兵庫県立大学の紹介
産学連携・研究推進機構の紹介
匠の技プロジェクト紹介
先端食科学研究センター紹介
研究紹介「チタンクラッド容器形成技術」

●国際フロンティア産業メッセ2017�
開催日　　平成29年 9 月 7 日～ 8日
場　所　　神戸国際展示場
内　容　　パネル展示

産学連携・研究推進機構と“知の交流シンポジウム”の紹介
先端医工学研究センターの紹介
匠の技プロジェクトの紹介
高度産業科学技術研究所の研究紹介

●あまがさき産業フェア2017�
開催日　　平成29年 8 月 3 日～ 4日
場　所　　ベイコム総合体育館
内　容　　パネル展示

研究紹介「超臨界二酸化炭素雰囲気中における透明材料の高アス
ペクト比レーザー微細深穴加工」

研修の様子
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●夢但馬産業フェア2017�
開催日　　平成29年 9 月22日～23日
場　所　　豊岡市立総合体育館
内　容　　パネル展示

産学連携・研究推進機構の紹介
AMEC、匠の技プロジェクトの紹介
研究紹介「チタンクラッド容器形成技術」

13－6 他部局等の主催行事への参加

●欅まつり�
日　時　　平成29年 5 月14日
場　所　　明石看護キャンパス
内　容　　企業展示会
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14－1 産学連携協定の状況

⑴　産学連携・研究推進機構と地域や経済団体等との連携協定（14件）� 　　　　H30. 5 .31時点

相　手　先 締結年月日 連携協力内容 交流内容

姫路市
姫路商工会議所

H16. 7 .20 ①研究シーズや技術情報の公表・紹介、
共同研究及び委託研究の推進
②産業高度化施策の企画・立案、周知
及び利用促進策の実施
③企業ニーズの発掘・集約及び大学へ
の紹介・斡旋
④その他研究シーズ発表会、技術相談
会、研究室見学会などの産官学の連
携推進に必要な事業

○産学連携機構事務所の提供
○産学官連携会議
○産学連携機構開設記念講演会
○産学官連携事業（セミナー等）
○県立大学シンポジウム（実行委員会、
協賛金）
○姫路食品研究会
○姫路市産業構造調査
○姫路産業高度化センターセミナー
（ものづくり・経営セミナー）
○姫路市企業人材育成プログラム（も
のづくりのための放射光分析実習編）　
等

姫路信用金庫 H17. 2 .21 ①企業の技術開発支援
②企業ニーズの発掘及び大学等への紹
介
③民間企業等に対する技術相談
④研究シーズ発表会の開催

○ひめしん研究開発助成金
○県立大学シンポジウム（協賛金）

西兵庫信用金庫 H17. 5 .30 ①企業の技術開発支援
②企業ニーズの発掘及び大学等への紹
介
③民間企業等に対する技術相談
④研究シーズ発表会の開催

○にししん助成金（地域連携卒業研
究、西兵庫信用金庫異業種交流会）
○県立大学シンポジウム（協賛金）

宍粟市 H18. 2 .16 ①宍粟市の行政施策に関する調査・研
究・相談
②研究シーズ又は技術情報の公表・紹
介
③研究ニーズの発掘・集約及び大学へ
の紹介
④共同研究及び委託研究

○調査研究講師紹介

日本政策金融公庫 H19. 3 .29 ①地域中小企業の技術ニーズの把握
②県立大学の研究成果等の研究シーズ
紹介
③地域中小企業の技術ニーズと県立大
学の研究成果等の研究シーズのマッ
チングのコーディネート

神戸商工会議所 H19. 8 .28 ①地域産業の振興及び地元企業の育成
に関する事項
②まちづくり等の地域振興に関する事
項
③企業関係者等の人材育成に関する事
項
④企業ニーズの発掘・集約、紹介・斡
旋

○県立大学シンポジウム（実行委員会、
協賛金）
○連携研究会

14 産学連携支援機関等との連携体制
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相　手　先 締結年月日 連携協力内容 交流内容

神戸信用金庫 H20. 2 . 5 ①企業の活性化支援（経営支援、技術
開発支援等）に関する事項
②企業関係者等の人材育成に関する事
項
③企業ニーズの発掘・集約、及び大学
への紹介・斡旋に関する事項
④その他目的を達成するために必要な
事項

○産学連携研究会
○経営学部事業創造型インターンシッ
プ
○県立大学シンポジウム（協賛金、紹
介ブース）

兵庫県信用保証協会 H20.10.23 ①地域経済・企業の活性化支援に関す
る事項
②企業関係者等の人材育成に関する事
項
③プロジェクト研究等の実施に関する
事項
④その他目的を達成するため必要な事
項

○MBA冠講座事業（医療ファイナン
ス）
○NTレポート特別調査の一部共同研
究事業
○県立大学シンポジウム（協賛金、紹
介ブース）

兵庫県中小企業団体中央会 H23. 6 . 9 ①中央会が行うセミナー等の企画・実
施に対する教員・学生の派遣
②大学における講義・研究会等への中
央会の職員及び会員等の派遣
③インターンシップに係る学生の派遣
及び受入
④学生（卒業生を含む。）の就職の円
滑化を図る事業
⑤中央会の会員等に対するものづくり
や技術開発、経営革新、地域連携に
関する支援事業
⑥経営相談・分析ツールの共同開発事
業
⑦その他、本事業連携の目的を達成す
るための事業

○県立大ＣＤによるセミナー
○共催・後援セミナー
○企業からの技術相談仲介
○外部資金獲得サポート

播州信用金庫 H23. 6 .24 ①企業の技術開発支援
②企業ニーズの発掘及び大学等への紹
介
③民間企業等に対する技術相談
④研究シーズの発信
⑤その他本協定の目標達成のための必
要な事業

○助成金
○県立大学シンポジウム（協賛金）

兵庫県中小企業家同友会 H23.10. 5 ①企業の技術開発支援、創業支援、販
路開拓支援
②企業ニーズの発掘及び大学等への紹
介等
③民間企業等からの技術相談への対応
④研究シーズの発信
⑤その他目標達成のための必要事業

○企業からの技術相談仲介

兵庫信用金庫 H25.10. 1 ①企業の技術開発支援
②企業ニーズの発掘及び大学への紹介
③民間企業等に対する技術相談
④研究シーズの発信
⑤その他目標達成のための必要事業

○企業からの技術相談仲介
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相　手　先 締結年月日 連携協力内容 交流内容

（一財）近畿高エネルギー
加工技術研究所

H26. 9 .10 ①企業の技術開発支援、創業支援、販
路開拓
②企業ニーズの発掘及び大学への紹介
③民間企業等に対する技術相談
④地域産業活性化に向けた相互の研究
協力
⑤その他目標達成のための必要事業

○企業からの技術相談仲介

（公社）兵庫工業会 H27. 3 .24 ①会員企業の技術相談、技術開発支
援、創業支援、販路開拓支援
②研究シーズの会員企業への発信
③会員企業ニーズの発掘及び大学への
情報提供
④地域産業の活性化を担う人材の教育
⑤目標達成のための相互交流、連携促
進事業
⑥その他目標達成のための必要事業

〇会員企業からの技術相談仲介、委託
研究・共同研究の実施
〇学生のインターンシップ先として、
会員企業による受入
〇兵庫技術研修大学校・幹部育成研修
への講師派遣
〇学生による会員企業訪問・視察

⑵　全学協定（９件）� H30. 5 .31時点

相　手　先 締結年月日 連携協力内容 交流内容

丹波市
兵庫県丹波県民局

H22. 8 . 7 ①化石等の地域資源を活かした特色あ
る地域づくりに関すること
②人材育成に関すること
③学術・調査研究に関すること
④地域の魅力情報の発信に関すること
⑤その他、本協定の目的を達成するた
めに必要な事項に関すること

豊岡市 H23. 5 .12 ①経済振興に関する事業
②商工業振興に関する事業
③人材育成・教育に関する事業
④地域振興に関する事業
⑤人と自然の共生に関する事業
⑥ジオパークに関する事業
⑦その他両者が必要と認める事業

○よくわかる出前セミナー、豊岡市も
のづくりセミナー
○ものづくり技術相談会

池田泉州銀行 H23. 8 .23 ①創業・新事業支援、その他地域経済
の活性化に寄与する事項
②大学発の企業・起業家に対する事業
サポートに関する事項
③学術・研究に関する事項
④人材育成に関する事項
⑤まちづくりに関する事項
⑥その他両者が必要と認める事項

○ビジネス・エンカレッジ・フェアへ
の出展
○ビジネス交流会
○コンソーシアム研究開発助成金
○ニュービジネス助成金

姫路市 H25. 5 . 7 ①産学公の連携による産業の活性化に
関すること
②地域の活性化に向けたまちづくりに
関すること
③学校教育の振興及び発展に関するこ
と
④社会教育、文化及びスポーツの振興
並びに発展に関すること
⑤人材の育成に関すること
⑥健康・福祉の向上に関すること
⑦国際交流に関すること
⑧その他両者が協議して必要と認める
事項

○地（知）の拠点（ＣＯＣ）推進戦略
プロジェクト
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相　手　先 締結年月日 連携協力内容 交流内容

神姫バス㈱ H26.11.10 ①兵庫県内の新たな観光資源の開発
②路線バスの利用と地域振興
③地域ブランドの創出
④地域人材の育成
⑤地域住民の健康・福祉の向上
⑥その他両者が協議して必要と認める
事項

みなと銀行 H27.12.15 ①食分野における地域活性化支援
②企業の技術開発支援
③人材育成に関すること
④地域経済の活性化及び地元企業の育
成
⑤まちづくり等の地域再生
⑥企業ニーズの発掘及び大学等への紹
介
⑦研究シーズの情報発信
⑧その他本協定の目的を達成するため
に必要な事項

○食未来エクステンション講座の開催

高砂市 H29. 5 .25 ①地域の活性化及び地域住民への活動
支援
②人的資源及び知的資源の活用
③協働による調査研究及び事業の実施
④主催事業に対する協力及び支援
⑤その他、両者が協議して必要と認め
る事項

㈱ダイセル H29. 8 .25 ①共同研究の推進
②相互の学術交流及び教員・研究者等
の人材育成・交流
③相互の講師派遣による先端学術分野
教育の推進
④学生のインターンシップ受入れ
⑤兵庫県産学連携ネットワークの拡大
とその活用推進
⑥その他本協定の目的を達成するため
に必要な事項

東京都立産業技術研究セン
ター

H30.5.1 ①産学公連携事業に係る情報の交換
②共同研究等における相互協力
③研究者の研究交流を含む人材交流
④中小企業等の技術相談・技術指導
⑤情報発信の相互支援及び共同開催
⑥講座並びにセミナーに係る相互協力
⑦その他両者協議に基づく連携事業
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14－２ 兵庫県立大学産学連携(学外)コーディネーター

　産学連携・研究推進機構では、大学の研究成果をより広く周知することにより、大学の研究シーズと産業界のニー
ズをマッチングさせるとともに、大学と共同で研究する企業を確保するため、産学連携について協力関係にある団体
に学外コーディネーターを委嘱等しています。

機関名 氏名 部署・役職

（公財）新産業創造研究機構

知
財
関
係

村上　昭二 技術移転部門長

熊谷　親徳 技術移転センター長

福田　　豊 TLOひょうご 所長 兼 産学連携コーディネーター

本多　眞幸 TLOひょうご 産学連携コーディネーター

宮崎　　悟 TLOひょうご 産学連携コーディネーター

吉村　　孝 TLOひょうご 産学連携コーディネーター

山東　良子 TLOひょうご 産学連携コーディネーター

伊賀　友樹 TLOひょうご 産学連携コーディネーター

清水　孝悦 TLOひょうご 産学連携コーディネーター

山本　敬治 TLOひょうご 産学連携コーディネーター

大皿　賢治 TLOひょうご 産学連携コーディネーター

中本　順二 TLOひょうご 産学連携コーディネーター

研
究
・
外
部
資
金
獲
得
関
係

飯塚　昌弘 研究開発部門長 兼 研究所 所長

中嶋　勝己 研究所 主席 兼 ロボット・AI部長

玉垣　　浩 研究所 担当部長

高尾　彰一 研究所 研究開発コーディネーター

髙谷　芳朗 研究所 環境・エネルギー部長

中土　宜明 研究所 コーディネーター

西野　公祥 研究所 健康・医療部長

森本　啓之 研究所 ものづくり技術部長

時本　博司 地域イノベーション推進部長

大出　浩輔 地域イノベーション推進部 地域連携コーディネーター

山口　寿一 技術支援部門 産学連携推進部 産学官連携総括ディレクター

福地　雄介 兵庫ものづくり支援センター　神戸　総括研究コーディネー

飯田　泰久 兵庫ものづくり支援センター　阪神　研究コーディネーター

安田　耕三 兵庫ものづくり支援センター　播磨　研究コーディネーター

山中　啓一 兵庫ものづくり支援センター　神戸　技術コーディネーター

（公財）ひょうご科学技術協会
有年　雅敏 審議役兼統括マネージャー

小林　信義 研究コーディネーター

（一財）近畿高エネルギー加工技術研
究所

柏井　茂雄 ものづくり支援センター　技術支援部　部長

白澤　秀則 ものづくり支援センター　技術支援部　主管
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外部資金の推移� （単位：千円）

年
度 区　分

助 成 金 受託研究費 共同研究費 科学研究費等 
（厚生労働省分含む）

博士課程教育 
リーディング
プログラム

その他 計

件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額

29

経済学部 1 600 1 100 29 24,491 31 25,191
経営学部 13 7,953 13 7,953
工学研究科 93 63,752 27 149,974 73 80,425 83 162,858 6 156,740 282 613,749
物質理学研究科 9 10,200 1 2,600 2 2,794 29 67,482 41 83,076
生命理学研究科 5 5,000 5 100,000 7 25,841 36 102,638 1 141,622 54 375,101
環境人間学部 14 8,242 8 19,950 5 2,770 50 68,647 3 65,310 80 164,919
看護学部 1 1,020 60 55,571 1 39,217 2 6,485 64 102,293
応用情報科学研究科 1 1,365 4 5,585 3 9,315 21 26,258 2 3,011 31 45,534
シミュレーション学研究科 10 7,675 7 96,006 8 8,171 22 28,535 47 140,387
緑環境景観研究科 4 3,770 4 3,770
地域資源研究科 1 1,700 3 3,035 6 7,038 10 11,773
減災復興政策研究科 4 3,533 3 5,611 10 9,542 17 18,686
会計研究科 1 130 1 130
経営研究科 1 9,470 9 18,578 10 28,048
政策科学研究所 3 700 3 3,305 6 4,005
高度産業科技研究所 8 11,850 3 11,718 10 16,300 12 19,648 33 59,516
自然環境科学研究所 1 1,800 8 64,147 4 13,964 26 21,650 1 18,927 40 120,488
地域ケア開発研究所 1 300 2 4,837 7 10,319 10 15,456
その他 7 6,541 3 1,680 3 17,176 5 5,600 21 557,745 39 588,742

計 159 124,278 76 474,713 115 176,756 426 644,013 2 180,839 35 808,218 813 2,408,817

28

経済学部 2 424 32 18,952 34 19,376
経営学部 13 11,184 13 11,184
工学研究科 95 67,292 36 166,295 70 76,276 85 170,745 16 217,793 302 698,401
物質理学研究科 9 11,600 2 7,800 1 2,200 29 63,727 41 85,327
生命理学研究科 8 15,040 8 158,409 7 18,541 34 95,995 1 172,289 58 460,274
環境人間学部 16 9,047 15 28,540 5 2,161 55 73,980 91 113,728
看護学部 2 1,700 1 200 54 60,663 1 48,717 2 5,187 60 116,467
応用情報科学研究科 1 944 1 3,240 3 8,223 17 16,566 22 28,973
シミュレーション学研究科 10 6,924 6 87,519 7 10,642 17 37,570 40 142,655
緑環境景観研究科 1 659 5 5,200 1 14,278 7 20,137
地域資源研究科 1 1,700 4 6,121 9 13,071 1 251 15 21,143
会計研究科 2 780 2 780
経営研究科 9 13,828 9 13,828
政策科学研究所 1 200 4 4,745 5 4,945
高度産業科技研究所 11 8,720 5 29,752 15 22,080 8 6,006 39 66,558
自然環境科学研究所 3 2,420 8 20,378 1 1,040 23 19,791 1 23,659 36 67,288
地域ケア開発研究所 2 800 1 598 9 7,880 1 150 13 9,428
その他 8 12,168 2 7,115 1 291,600 8 10,202 9 141,360 28 462,445

計 167 138,555 92 517,050 110 432,763 413 630,885 2 221,006 31 402,678 815 2,342,937

27

経済学部 1 120 29 20,046 30 20,166
経営学部 2 2,200 12 7,696 14 9,896
工学研究科 111 71,764 31 237,109 86 111,654 82 160,250 7 34,477 317 615,254
物質理学研究科 9 11,410 2 5,330 1 1,650 25 52,845 37 71,235
生命理学研究科 2 1,300 8 166,311 6 19,990 32 143,665 1 179,241 49 510,507

15 外 部 資 金
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年
度 区　分

助 成 金 受託研究費 共同研究費 科学研究費等 
（厚生労働省分含む）

博士課程教育 
リーディング
プログラム

その他 計

件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額

27

環境人間学部 23 13,455 12 23,209 8 5,036 60 59,280 1 80 104 101,060
看護学部 6 4,368 50 62,542 1 69,000 1 4,700 58 140,610
応用情報科学研究科 5 3,945 2 10,740 3 6,260 20 14,911 30 35,856
シミュレーション学研究科 9 10,889 3 9,615 3 2,418 11 20,852 26 43,774
緑環境景観研究科 1 522 4 5,070 1 20,038 6 25,630
地域資源研究科 1 1,300 4 9,288 9 5,788 14 16,376
会計研究科 2 780 2 780
経営研究科 2 1,300 12 22,622 14 23,922
政策科学研究所 1 300 5 3,692 6 3,992
高度産業科技研究所 12 8,200 7 39,004 12 18,634 12 10,790 1 28,383 44 105,011
自然環境科学研究所 1 1,000 10 16,215 26 22,052 37 39,267
地域ケア開発研究所 1 700 10 10,536 11 11,236
その他 7 7,757 4 4,424 10 17,719 8 114,420 29 144,320

計 189 138,288 88 523,487 119 165,642 411 641,136 2 248,241 19 202,098 828 1,918,892

26

経済学部 1 1,000 2 1,189 28 22,789 31 24,978
経営学部 1 200 1 55 6 2,847 8 3,102
工学研究科 122 106,075 33 164,823 81 84,541 83 194,786 7 40,691 326 590,916
物質理学研究科 6 3,888 2 6,240 1 1,100 28 50,233 37 61,461
生命理学研究科 8 6,760 9 141,652 5 17,130 42 156,195 1 212,413 65 534,150
環境人間学部 15 11,732 10 18,318 9 7,926 56 66,672 2 1,810 92 106,458
看護学部 5 3,988 43 47,791 1 80,500 2 8,736 51 141,015
応用情報科学研究科 5 3,945 3 8,403 3 4,580 26 24,895 37 41,823
シミュレーション学研究科 2 3,000 1 2,990 2 5,650 9 24,700 14 36,340
緑環境景観研究科 1 705 3 3,445 1 24,682 5 28,832
地域資源研究科 2 3,300 5 11,820 11 10,956 18 26,076
会計研究科 1 390 1 390
経営研究科 10 17,243 10 17,243
政策科学研究所 7 5,967 7 5,967
高度産業科技研究所 13 11,740 3 31,152 9 13,812 11 15,080 1 36,763 37 108,547
自然環境科学研究所 9 32,020 22 17,444 31 49,464
地域ケア開発研究所 6 6,006 6 6,006
その他 6 48,682 8 19,046 5 5,545 6 101,299 25 174,572

計 186 204,310 86 438,358 111 134,794 397 672,984 2 292,913 19 213,981 801 1,957,340

25

経済学部 1 1,132 33 26,702 34 27,834
経営学部 1 1,000 1 1,586 6 5,200 8 7,786
工学研究科 138 103,153 36 251,253 68 52,888 82 171,787 3 35,766 327 614,847
物質理学研究科 13 9,777 3 9,035 29 54,990 45 73,802
生命理学研究科 7 14,724 6 157,729 6 8,426 36 153,680 1 203,750 56 538,309
環境人間学部 18 15,942 10 20,211 9 8,157 55 69,376 92 113,686
看護学部 1 540 45 48,623 1 72,975 2 11,035 49 133,173
応用情報科学研究科 5 3,160 3 8,647 4 5,550 26 30,069 38 47,426
シミュレーション学研究科 6 4,838 1 5,000 8 11,440 15 21,278
緑環境景観研究科 2 1,105 1 22,757 3 23,862
会計研究科 5 2,951 5 2,951
経営研究科 6 3,510 6 3,510
政策科学研究所 1 150 4 2,483 5 2,633
高度産業科技研究所 15 11,700 5 48,976 12 16,992 10 30,545 2 628,299 44 736,512
自然環境科学研究所 3 1,229 6 42,923 1 148 27 25,300 37 69,600
地域ケア開発研究所 8 11,986 8 11,986
その他 8 8,737 1 15,000 3 3,315 4 81,344 16 108,396

計 215 174,800 73 556,642 101 97,161 385 653,062 2 276,725 12 779,201 788 2,537,591
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平成29年度 外部資金の部局別受入状況
【助成金】

工学研究科

高度産業科技研究所

物質理学研究科

環境人間学部

シミュレーション学研究科

その他

生命理学研究科

減災復興政策研究科

自然環境科学研究所

地域資源研究科

63,752

11,850

10,200

8,242

7,675

6,541

5,000

3,533

1,800

1,700

51.3%

9.5%

8.2%

6.6%

6.2%

5.3%

4.0%

2.8%

1.4%

1.4%

1,365

1,020

700

600

300

ー

ー

ー

ー

124,278

1.1%

0.8%

0.6%

0.5%

0.2%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

応用情報科学研究科

看護学部

政策科学研究所

経済学部

地域ケア開発研究所

経営学部

緑環境景観研究科

会計研究科

経営研究科

　計

（千円）

（千円）

【受託研究費】

工学研究科

生命理学研究科

シミュレーション学研究科

自然環境科学研究所

環境人間学部

高度産業科技研究所

経営研究科

減災復興政策研究科

応用情報科学研究科

地域ケア開発研究所

149,974

100,000

96,006

64,147

19,950

11,718

9,470

5,611

5,585

4,837

31.6%

21.1%

20.2%

13.5%

4.2%

2.5%

2.0%

1.2%

1.2%

1.0%

3,035

2,600

1,680

100

ー

ー

ー

ー

ー

474,713

0.6%

0.5%

0.4%

0.02%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

地域資源研究科

物質理学研究科

その他

経済学部

経営学部

看護学部

緑環境景観研究科

会計研究科

政策科学研究所

　計

（千円）

（千円）

【共同研究費】

工学研究科

生命理学研究科

その他

高度産業科技研究所

自然環境科学研究所

応用情報科学研究科

シミュレーション学研究科

物質理学研究科

環境人間学部

80,425

25,841

17,176

16,300

13,964

9,315

8,171

2,794

2,770

45.5%

14.6%

9.7%

9.2%

7.9%

5.3%

4.6%

1.6%

1.6%

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

176,756

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

経済学部

経営学部

看護学部

緑環境景観研究科

地域資源研究科

減災復興政策研究科

会計研究科

経営研究科

政策科学研究所

地域ケア開発研究所

　計

（千円）

（千円）

【科学研究費等】

工学研究科

生命理学研究科

環境人間学部

物質理学研究科

看護学部

シミュレーション学研究科

応用情報科学研究科

経済学部

自然環境科学研究所

高度産業科技研究所

162,858

102,638

68,647

67,482

55,571

28,535

26,258

24,491

21,650

19,648

25.3%

15.9%

10.7%

10.5%

8.6%

4.4%

4.1%

3.8%

3.4%

3.1%

18,578

10,319

9,542

7,953

7,038

5,600

3,770

3,305

130

644,013

2.9%

1.6%

1.5%

1.2%

1.1%

0.9%

0.6%

0.5%

0.0%

100.0%

経営研究科

地域ケア開発研究所

減災復興政策研究科

経営学部

地域資源研究科

その他

緑環境景観研究科

政策科学研究所

会計研究科

　計

（千円）

（千円）

38
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生命理学研究科

看護学部

141,622

39,217

78.3%

21.7%

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

180,839

0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%

100.0%

経済学部
経営学部
工学研究科
物質理学研究科
環境人間学部
応用情報科学研究科
シミュレーション学研究科
緑環境景観研究科
地域資源研究科
減災復興政策研究科
会計研究科
経営研究科
政策科学研究所
高度産業科技研究所
自然環境科学研究所
地域ケア開発研究所
その他

　計

（千円）

（千円）

【その他】

その他

工学研究科

環境人間学部

自然環境科学研究所

看護学部

応用情報科学研究科

557,745

156,740

65,310

18,927

6,485

3,011

69.0%

19.4%

8.1%

2.3%

0.8%

0.4%

（千円）

【計】

工学研究科

その他

生命理学研究科

環境人間学部

シミュレーション学研究科

自然環境科学研究所

看護学部

物質理学研究科

高度産業科技研究所

応用情報科学研究科

613,749

588,742

375,101

164,919

140,387

120,488

102,293

83,076

59,516

45,534

25.5%

24.4%

15.6%

6.8%

5.8%

5.0%

4.2%

3.4%

2.5%

1.9%

28,048

25,191

18,686

15,456

11,773

7,953

4,005

3,770

130

2,408,817

1.2%

1.0%

0.8%

0.6%

0.5%

0.3%

0.2%

0.16%

0.01%

100.0%

経営研究科

経済学部

減災復興政策研究科

地域ケア開発研究所

地域資源研究科

経営学部

政策科学研究所

緑環境景観研究科

会計研究科

　計

（千円）

（千円）

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

808,218

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

経済学部
経営学部
物質理学研究科
生命理学研究科
シミュレーション学研究科
緑環境景観研究科
地域資源研究科
減災復興政策研究科
会計研究科
経営研究科
政策科学研究所
高度産業科技研究所
地域ケア開発研究所

　計

（千円）

39Institute for Research Promotion and Collaboration, University of Hyogo



　兵庫県立大学では、大学で創出される知的財産を組織として適切に管理・活用し、技術移転等による社会・産業
界への貢献に寄与することを目的として、平成17年４月に「知的財産本部」（本部長は産学連携・研究推進機構長
が兼務）を設置した。平成25年４月からは「知的財産本部」を産学連携・研究推進機構内の中に組み入れている。

⑴　業務内容�

⑴　知的財産に係る基本的な方針の企画及び立案
⑵　知的財産の創出、保護、管理及び活用
⑶　知的財産に係る財務管理
⑷　知的財産をシーズとする共同研究、受託研究の企画及び推進
⑸　知的財産の管理及び活用におけるTLO等外部機関との連携
⑹　知的財産を経営資源とする大学発ベンチャーの創出及び支援

⑵　発明届の審査の流れ�

　大学教員が発明を行った場合は知的財産本部へ発明届を提出することになっており、当該発明に係る権利の取扱い
は、職務発明審査会での審査に基づき決定される。（下図参照）。
　平成29年度の発明審査の状況及び特許出願状況は以下のとおり。
　・発明届出数：30
　・うち本学が権利を承継した数（機関帰属件数）：29
　・特許出願件数　27（本学単独出願３、企業等との共同出願24）

　機関帰属とした発明については、順次、特許出願を行い、権利化を図っている。

発明者に帰属

発明届提出

ＹＥＳ

ＹＥＳ

ＹＥＳ

発明届提出

職務発明
であるか

ＮＯ

ＮＯ共同発明
であるか

ＹＥＳ

譲渡契約 本学単独出願

ＮＯ

ＮＯTLO 等へ譲渡
するか

本学が権利を
継承するか

職務発明審査会

16 知的財産本部
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技術移転可能な出願特許一覧� （H30. 6 . 1 時点）

番号 発　明　の　名　称 出　願　番　号 備考（特許番号）
1 ホログラフィによる画像記録装置および画像記録方法 特願2006-305047 （P5162733）
2 薄膜試験片構造体、その製造方法、その引張試験方法及び引張試験装置 特願2007-335667 （P4942113）

3 イオン伝導性配向セラミックスの製造方法およびそのイオン伝導体を用
いた燃料電池

特願2009-185885� (P5651309)

4 流体軸受及びそれを備えた非対称流体供給式流体軸受け装置 特願2009-252677 （P5397810）
5 球状ヒドロキシアパタイトの製造方法 特願2009-232624 (P5544813)

6 複素振幅インラインホログラムの生成方法および該方法を用いる画像記
録装置 PCT/JP2010/073185 （P5352763)

7 X線分析装置 特願2009-104744 （P5407075)
8 電極活物質及び二次電池 特願2010-049459 （P5534589)

9 ホログラフィック顕微鏡、微小被写体のホログラム画像記録方法、高分
解能画像再生用ホログラム作成方法、および画像再生方法 PCT/JP2011/065531 （P5444530）

10 アパタイトセラミックスの製造方法および該セラミックスを電解質とす
る燃料電池 特願2011-054522 (P5702194)

11 形状測定装置 特願2010-265143 （P5683236)
12 ３次元形状計測方法および３次元形状計測装置 PCT/JP2012/051125 （P5467321)
13 金属の回収方法及び金属回収装置 特願2012-043299 （P5945429)

14 ホログラフィック断層顕微鏡、ホログラフィック断層画像生成方法、お
よびホログラフィック断層画像用のデータ取得方法 PCT/JP2013/077059

15 オゾンを利用する酸化亜鉛粒子の製造方法 特願2013-208951 （P61456715)
16 ぺロブスカイト系材料を用いた光電変換装置 特願2013-187245 （P6304980)

17 金属の回収方法及び金属回収システム、並びに溶液の再生方法及び溶液
の再利用システム PCT/JP2015/060773

18 ホログラフィック顕微鏡、高分解能画像用のホログラムデータ取得方法
および高分解能ホログラム画像再生方法 PCT/JP2014/005448

19 組成変調されたリン酸コバルトリチウム化合物からなる正極材料、及び
その製造方法、並びに高電圧リチウムイオン二次電池 特願2014-019610

20 表面増強ラマン測定方法および表面増強ラマン測定装置 特願2014-233338
21 表面増強ラマン測定方法および表面増強ラマン測定装置 特願2014-090392
22 デバイス用接合方法およびパッケージデバイス 特願2013-225666
23 反応性多層膜およびそれを用いたデバイス用接合方法 特願2013－259375

24 自己伝播発熱粒体およびその製造方法並びにハンダ接合方法並びにハン
ダペースト 特願2014-049179

25 珪藻の新規形質転換ベクターおよびその含有する新規プロモーター配列 PCT/JP2015/075372
26 ナノ粒子回収方法 特願2014-242973
27 鉄板およびその製造方法 特願2015-032147

28 エポキシ化セルロースの製造方法、エポキシ樹脂の製造方法、及びセル
ロースのエポキシ化処理用混合イオン液体 特願2015-027403

29 水電解用電極及びその製造方法 特願2014-230953
30 薄膜積層構造体及び太陽電池 特願2015-035675
31 プロトン伝導性高分子ゲル電解質 特願2015-108851
32 光変調器 特願2015-118387
33 試料測定方法 特願2015-101107
34 非真空プロセスで製造可能な無機光電変換装置 特願2015-028516
35 ペロプスカイト系材料及びそれを用いた光電変換装置 特願2015-033230
36 ペロプスカイト型太陽電池及びその製造方法 特願2015-033605
37 光変換装置における光吸収層の形成方法 特願2015-045521
38 光電変換装置及び製造方法 特願2015-104682

39 金属の回収方法、金属の回収装置、金属回収システム、及び金属粒子の
製造方法 PCT/JP2016/060013

40 結晶性金属酸化物の製造方法及び結晶性金属酸化物 特願2016-169782
41 高温酸化ＴｉＯ２の自己組織化層状組織を利用した複合層状構造体 特願2017-019729

42 圧電センサ 特願2016-065610�

43 エリプソメトリ装置およびエリプソメトリ方法 特願2016-163989 (未公開）
44 水素吸蔵炭素材料及びその製造方法 特願2016-176781
45 偏光制御装置および偏光制御方法 特願2016-230675
46 有用物質回収方法及び有用物質回収装置 特願2017-038278 （未公開）
47 光変調器 特願2017-057994 (未公開）
48 繊維状物を製造する方法 特願2016-235255 （未公開）
49 白色構造体及びその製造方法 特願2017-244190 (未公開）
50 ホログラフィック撮像装置および同装置に用いるデータ処理方法 特願2017-166256 (未公開）

51 抵抗変化型半導体メモリ素子及びそれを用いた不揮発性スイッチング装
置、並びに抵抗変化型半導体メモリ素子の製造方法 特願2018-026649 (未公開）

52 アプタマーを利用する標的物質の定量方法 特願2018-69360 (未公開）
53 高強度・高延性微細マルテンサイト組織鋼材及びその製造方法 特願2018-027916 (未公開）
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　産学連携キャリアセンターでは、平成24年度より兵庫県立大学、大阪市立大学、大阪府立大学の公立３大学で
実施した「ポストドクター・キャリア開発事業」（文部科学省・科学技術人材育成費補助事業）で開発した「ドクター
育成プログラム」により、任期付助教、ポストドクター、博士後期課程学生を主対象に、産業界で活躍できる人材
育成を行った。

⑴　産学連携実践講義�
　産業界でのビジネス及び研究開発の状況を理解するために、産業界から講師を招き、博士前期課程及び博士後期課
程の学生を対象に講義を行った。

回 日 講義テーマ 講　　師
1 10/ 3 オリエンテーション 兵庫県立大学 生命理学研究科� 教授　峰雪　芳宣
2 10/10 博士人材の社会（企業と大学）での期待 兵庫県立大学 高度産業科学技術研究所� 特任教授　松井　真二
3 10/17 技術を如何に活かし、如何に育てるか 金沢工業大学 情報フロンティア学部� 教授　石原　正彦

4 10/24 失敗から得られた過去の成功体験、その未来
への盲点 日鉄住金テクノロジー㈱阪神事業所� 部長　福井　　清

5 10/31 民間企業における研究開発のあり方
　～東証 2 部中堅化学会社の場合～ 田岡化学工業㈱� 取締役社長　佐藤　　良

6 11/ 7 事業活動における知的財産の重要性 ㈱神戸製鋼所� 知的財産部長　亀岡　誠司
7 11/14 生物多様性と持続可能なものづくり 兵庫県立大学　産学連携・研究推進機構� 特任教授　上田　澄廣
8 11/21 Spirits of Entrepreneurship（起業家精神） 清水電設工業㈱� 相談役　清水　政義

9 11/28 大学と会社の違い
　～会社における研究開発の事例紹介～

㈱ダイセル　研究本部　研究推進部
� 研究推進グループリーダー　新井　　隆

10 12/ 5 やってみなはれ
　～喜んでもらえる商品を作る

サントリーグローバルイノベーションセンター
� 研究部 上席研究員　田中　良和

11 12/12 うすくちしょうゆの温故知新
　～伝統を守り・新しい技術を創造する～ ヒガシマル醤油㈱�  取締役研究所長 古林万木夫

12 12/19 企業から見た研究開発への期待
　～ニューダイヤモンドの開発を通して～

住友電気工業㈱ アドバンストマテリアル研究所
� フェロー・技師長　角谷　　均

13 1 /16 キャリアとしての学術出版 オックスフォード大学出版局
� Global Academic Publishing 部長　的場　美希

14 1 /23 「特殊鋼技術の最前線」
　～軸受鋼の研究開発事例～ 山陽特殊製鋼㈱� 研究・開発センター長　平岡　和彦

15 1 /30 技術開発におけるプロジェクトマネジメント 兵庫県立大学　産学連携・研究推進機構
� キャリアコーディネーター　池渕　哲朗

⑵　インタラクティブ・マッチング�

　博士後期課程学生が自分の研究と自分自身のアピールを目的に、企業研究者、人事担当者、経営者にプレゼンテー
ションを行った。本年度は昨年度と同様に 3 大学合同（兵庫県立大学、大阪府立大学、大阪市立大学）で、大阪市立
大学　梅田サテライトで開催した。本学からの発表者は以下のとおりである。
開催日 発表者 所属 発表テーマ

12/ 8
武田　英恵 D 1 生命理学研究科

生命科学専攻
一酸化窒素還元酵素におけるNO還元反応機構の解明
　～時間分解分光法を用いた酵素反応の直接観測～

竹内　雅耶 D 1 工学研究科
材料・放射光工学専攻 免疫測定法を実現するCompact Disc型マイクロ流体デバイスの検討

⑶　インターシップ�

　本年度のインターシップは、博士後期課程学生をタテホ化学工業㈱、㈱ダイセル、㈱カネカの 3 社に派遣した。
D 3 が 1 名、D 2 が 2 名である。D 2 については、来年度の就職に向けた就職活動を支援している。

17 産学連携キャリアセンター
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⑴　産学連携・研究推進機構運営委員会�

　産学連携・研究推進機構の運営に関し、次に掲げる事項を審議するため、
産学連携・研究推進機構運営委員会を設置している。また、関係機関との
連携を図るため、学外の機関からも委員に就任いただいている。

①産学連携・研究支援の基本的事項に係る方針及び計画に関すること。
②産学連携・研究推進機構の新規事業や既存事業の改廃に関すること。
③前 2 号に掲げるもののほか、機構長が審議することが必要と認める機

構の運営に関する重要事項。

≪30年度　産学連携・研究推進機構運営委員≫
区分 所　　属 職　　名 氏　　名

委 員 長 産学連携･研究推進機構 副学長兼
産学連携･研究推進機構長 山﨑　　徹

副委員長

産学連携･研究推進機構
（経済学部）

副機構長兼
産学公連携推進本部本部長

（教　授）
秋吉　一郎

産学連携･研究推進機構
副機構長兼
放射光産業利用支援本部長

（特任教授）
木下　博雄

委　 員

連携･研究推進機構
（兵庫県立大学大学院工学研究科）

テクノロジーサポートセンター長
（教　授） 榎原　　晃

産学連携･研究推進機構
（経営学部）

ビジネスサポートセンター長
（教　授） 西井　進剛

産学連携･研究推進機構
産学公連携推進本部
副本部長

（教　授）
長野　寛之

産学連携･研究推進機構
（放射光ナノテクセンター）

放射光産業利用支援本部
放射光ナノテクセンター長

（特任教授）
横山　和司

産学連携･研究推進機構
（生命理学研究科）

次世代水素触媒
共同研究センター長

（教　授）
樋口　芳樹

産学連携・研究推進機構
（シミュレーション学研究科）

計算科学連携センター長
（教　授） 畑　　　豊

経済学部 教　授 新澤　秀則
経営学部 教　授 西井　進剛
工学研究科 教　授 前中　一介
物質理学研究科 教　授 安川　智之
生命理学研究科 教　授 梅園　良彦
環境人間学部 准教授 乾　　美紀
看護学部 教　授 森本美智子
応用情報科学研究科 教　授 中本　幸一
シミュレーション学研究科 教　授 藤原　義久
地域資源マネジメント研究科 教　授 佐川　志朗
会計研究科 教　授 澤田　　正
経営研究科 教　授 西岡　　正

18 産学連携・研究推進機構運営委員会・
職務発明審査会等

産学連携・研究推進機構

産学連携・研究推進機構運営委員会

学　内　委　員（28名）
（公財）新産業創造研究機
兵庫県立工業技術センター
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委　 員

緑環境景観マネジメント研究科 准教授 竹田　直樹
政策科学研究所 教　授 三崎　秀央
高度産業科学技術研究所 教　授 鈴木　　哲
減災復興政策研究科 准教授 紅谷　昇平
自然・環境科学研究所 准教授 三枝　春生
地域ケア開発研究所 教　授 梅田　麻希

（公財）新産業創造研究機構 専務理事 緒方　隆昌
兵庫県立工業技術センター 次長（総括担当）兼総務部長 瀬川　里志
兵庫県立大学事務局社会貢献部 部　長 行司　高博

⑵　職務発明審査会�

　以下の事項を審査するため、学内に職務発明審査会を設置し、原則とし
て毎月１回開催している。

①職務発明であるかの認定
②職務発明について本学が権利を承継するかの決定
③特許出願
④審査請求
⑤権利の譲渡・放棄
⑥職務発明審査会の決定に対する教職員からの不服の申出
⑦その他審査が必要と認められる事項

≪30年度　職務発明審査会委員≫

会　 長 産学連携･研究推進機構長兼知的財産本部長 山﨑　　徹

副 会 長
産学連携･研究推進機構　副機構長 秋吉　一郎

産学連携･研究推進機構　副機構長 木下　博雄

委　 員

産学連携･研究推進機構 
知的財産本部 知的財産マネジメント室長 長野　寛之

工学研究科　教授 奈良　安雄

工学研究科　教授 伊藤　省吾

工学研究科　教授 川瀬　　毅

生命理学研究科　教授 樋口　芳樹

理事兼事務局長 戸田　　康

事務局 社会貢献部長 行司　高博

（公財）新産業創造研究機構 技術移転部門長 村上　昭二

職務発明審査会

学　内　委　員（10名）
学　外　委　員（ 1 名）
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●産学連携・研究推進機構業務概要

産学公連携推進本部

①　大型プロジェクト研究・共同研究の提案、推進に関すること
②　国、自治体等による公募事業への対応に関すること
③　大学主催、共催等による産学公連携事業の推進に関すること
④　その他産学公連携に関すること

知的財産本部

①　発明届等の内容の事前調査、検討に関すること
②　発明審査委員会の議題の整理に関すること
③　発明審査委員会の構成、進行に関すること
④　その他大学の知的財産に関すること

放射光産業利用
支援本部

①　SPring-8兵庫県ビームラインの産業利用支援に関すること
②　ニュースバルの産業利用支援に関すること
③　SPring-8兵庫県ビームラインとニュースバルの連携利用環境の整備に関すること
④　その他放射光産業利用に関すること

産学連携
キャリアセンター

①　博士人材にかかる企業との交流・インターンシップの実施に関すること
②　産学連携実践講義に関すること
③　共同実施機関との連絡調整に関すること
④　その他事業実施に必要な業務に関すること

次世代水素触媒
共同研究センター

①　次世代水素触媒の共同研究に関すること
②　他大学、研究機関との共同研究推進のための環境整備に関すること
③　水素エネルギー社会実装にかかる産学連携に関すること
④　その他事業実施に必要な業務に関すること

計算科学連携センター

①　ハイパフォーマンス・コンピューティング（HPC）の分野での人材育成に関すること
②　他の大学、研究機関、企業等との研究交流の推進に関すること
③　社会科学シミュレーションのあり方に関すること
④　大規模データ処理に関すること
⑤　研究成果の発表及び刊行に関すること

●共同研究・受託研究等
共同研究 受託研究 研究助成

内　　容

企業等から研究者及び研究経費等、又は研
究経費を受け入れて、大学教員と共同研究
相手方の研究者が対等の立場で共通の課題
について共同で行う研究

企業等から研究費を受け入
れ、委託された課題につい
て行う研究

学術研究の奨励を目的とし
た寄附金

研究成果の取扱い 原則として本学と共同研究相手方との共有
とし、その貢献度に応じた持分割合とする 本学への帰属を原則とする 本学へ帰属する

共同研究・受託研究の申込手順

技

術

相

談

教
員
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
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開
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研

究

終

了

（
研
究
成
果
の
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扱
協
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を
含
む
）

提出書類の
様式は

大学ホームページ
http://www.u-hyogo.ac.jp

の手順で
取り出す
ことができます。

研究シーズ・

産学連携
知的財産

規程・書式

関係集
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●研究者マップ

　本学の研究成果・知的資産を“見える形”で社会に還元できるよう、全教員の研究分
野をわかりやすく俯瞰的に示した「研究者マップ2017」を作成しました。「テクノロジー
編」と「ビジネス編」とで構成され、各研究項目毎に該当する教員の専門性を表すキー
ワード及び教員名を記しています。

●研究シーズ集

　研究者マップを保管するため「研究シーズ集2017」を作成しています。　

●知の交流シンポジウム２０１７要旨集

　兵庫県立大学　知の交流シンポジウム2017で披露した最先端の研究成果を、キーワー
ド、研究概要、アピールポイントにわけてわかりやすくまとめています。

●研究者データベース

　技術相談等の産学連携に資するため、本学教員の研究内容等をインターネットで検索出来る研究者データベースを
構築しています。
　教員のプロフィール、研究内容、所属学会、役職、所属、著作、論文、業績、得意な講演テーマ等が掲載されてお
り、キーワードによる検索もできます。

研究テーマ集、研究者マップ及び
研究者データベースは
URL（http://kyoin.u-hyogo.ac.jp/）
で閲覧することが出来ます。

大学ホームページ
http://www.u-hyogo.ac.jp/

の手順でも
閲覧できます。

研究シーズ・

産学連携

研究者

データベース
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●産学連携・研究推進機構コーディネーター等紹介

●産学連携・研究推進機構の沿革

平成 7 年（1995年）	 姫路工業大学（現兵庫県立大学）工学部産学交流推進委員会、同年設立の姫路産学交流会（現
はりま産学交流会）と産学交流活動開始

平成11年（1999年）	 工学部産学交流推進委員会を全学委員会に組織変更
平成12年（2000年）	 姫路書写キャンパス（現姫路工学キャンパス）に姫路工業大学産学交流センターを開設
平成16年（2004年）	 兵庫県立大学発足、大学本部に産学連携センター、姫路書写キャンパスに姫路産学連携セン

ターを開設、 2 活動拠点体制
平成19年（2007年）	 姫路書写キャンパスにインキュべーションセンターを開設（ 2 月）
平成23年（2011年）	 姫路駅前「じばさんびる」内に産学連携機構を開設、拠点統合、テクノロジーサポートセンター、

ビジネスサポートセンターを設置
平成24年（2012年）	 兵庫県立工業技術センター内に神戸ブランチを開設（10月）
平成25年（2013年）	 公立大学法人に移行、知的財産本部を機構内に移設、Spring- 8 兵庫県ビームラインの管理運

営委託、産学公連携推進本部、知的財産本部、放射光産業利用支援本部、産学連携キャリアセ
ンターの 4 部体制

	 次世代水素触媒共同研究センターを開設（12月）
平成26年（2014年）	 産学連携・研究推進機構に改称、計算科学連携センターを開設

特任教授兼
リサーチ・アドミニストレーター

上　田　澄　廣
sumihiro_ueda@ofc.u-hyogo.ac.jp

リサーチ・アドミニストレーター

東　間　清　和
tohma.kiyokazu@hq.u-hyogo.ac.jp

研究企画コーディネーター

鈴　木　道　隆
suzuki@hq.u-hyogo.ac.jp

研究企画コーディネーター

北　川　洋　一
youichi_kitagawa@ofc.u-hyogo.ac.jp

技術移転コーディネーター

國　光　秀　昭
kunimitsu@hq.u-hyogo.ac.jp

知的財産コーディネーター

宮　武　範　夫
miyatake@hq.u-hyogo.ac.jp

知的財産コーディネーター

久　保　幸　雄
yukio_kubo@hq.u-hyogo.ac.jp

産学連携キャリアセンター
コーディネーター

柳　本　俊　之
yanamoto_toshiyuki@hq.u-hyogo.ac.jp

特任助教兼
次世代水素触媒共同研究センター
研究員
窪　田　慎太郎
kubota@sci.u-hyogo.ac.jp

放射光・スパコン産業利用支援
コーディネーター

井　端　治　廣
haruhiro_ibata@ hq.u-hyogo.ac.jp
mai0324@lasti.u-hyogo.ac.jp

産学連携専門員

岸　野　孝　彦
takahiko_kishino@ofc.u-hyogo.ac.jp

知的財産専門員

井　上　政　廣
masahiro_inoue@ofc.u-hyogo.ac.jp
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●産学連携・研究支援に関する相談窓口●

産学連携・研究推進機構　知的財産本部
〒670-0962　姫路市南駅前町123　じばさんびる3F
TEL:079(283)4560   FAX:079(283)4561

 E-mail:sangaku@hq.u-hyogo.ac.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

大学本部事務局：社会貢献部 産学連携・研究支援課
〒651-2197　神戸市西区学園西町8-2-1

TEL:078(794)6674   FAX:078(794)5575
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兵庫県立大学

産学連携・研究推進機構 年報

平成29年度　活動報告

公立大学法人 兵庫県立大学産学連携・研究推進機構公立大学法人 兵庫県立大学産学連携・研究推進機構
Institute for Research Promotion and Collaboration, University of HyogoInstitute for Research Promotion and Collaboration, University of Hyogo

平成30年８月発行平成30年８月発行

〔3大学合同フェア〕新たな事業を提案するテクノロジー 企業・大学・学生マッチング in HIMEJI

産学連携・研究推進機構

神戸商科キャンパス
（大学本部、経済学部、経営学部、経済学研究科、
経営学研究科、会計研究科、経営研究科、
政策科学研究所、総合教育機構、国際交流機構、
学生支援機構、地域創造機構、学術総合情報センター）
〒651-2197 神戸市西区学園西町8丁目2-1
TEL.078（794）6580（大学本部）
TEL.078（794）5184（キャンパス事務部）

自然・環境科学研究所（自然環境系）
〒669-1546 三田市弥生が丘6
TEL.079（559）2001

自然・環境科学研究所（景観園芸系）
〒656-1726 淡路市野島常盤954-2
TEL.0799（82）3131

淡路緑景観キャンパス（緑環境景観マネジメント研究科）
〒656-1726 淡路市野島常盤954-2
TEL.0799（82）3131

神戸防災キャンパス（減災復興政策研究科）
〒651-0073 神戸市中央区脇浜海岸通1-5-2

人と防災未来センター東館４階、６階
TEL.078-891-7376

明石看護キャンパス（看護学部、看護学研究科）
〒673-8588 明石市北王子町13-71
TEL.078（925）0860

地域ケア開発研究所
〒673-8588 明石市北王子町13-71
TEL.078（925）9605

神戸情報科学キャンパス
（応用情報科学研究科、シミュレーション学研究科）
〒650-0047 神戸市中央区港島南町7丁目1-28
TEL.078（303）1901

豊岡ジオ・コウノトリキャンパス
（地域資源マネジメント研究科）
〒668-0814 豊岡市祥雲寺字二ヶ谷128
TEL.0796-34-6079

自然・環境科学研究所（地域資源マネジメント系）
〒668-0814 豊岡市祥雲寺字二ヶ谷128
TEL.0796（34）6079

自然・環境科学研究所（森林・動物系）
〒669-3842 丹波市青垣町沢野940
TEL.0795（80）5500

産学連携・研究推進機構
〒670-0962 姫路市南駅前町123 じばさんびる3F
TEL.079（283）4560

姫路工学キャンパス（工学部、工学研究科）
〒671-2280 姫路市書写2167
TEL.079（266）1661

姫路環境人間キャンパス（環境人間学部、環境人間学研究科）
〒670-0092 姫路市新在家本町1丁目1-12
TEL.079（292）1515

附属高等学校・附属中学校
〒678-1205 赤穂郡上郡町光都3丁目11-1（高等学校）

赤穂郡上郡町光都3丁目11-2（中学校）
TEL.0791（58）0722（高等学校） 
TEL.0791（58）0735（中学校）

高度産業科学技術研究所
〒678-1205 赤穂郡上郡町光都3丁目1-2
TEL.0791（58）0249

自然・環境科学研究所（宇宙天文系）
〒679-5313 佐用郡佐用町西河内407-2
TEL.0790（82）0598

播磨理学キャンパス
（理学部、物質理学研究科、生命理学研究科）
〒678-1297 赤穂郡上郡町光都3丁目2-1
TEL.0791（58）0101

キャンパス紹介


